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１ 開会

○司会（糸井事務局次長）

定刻となりましたので、ただ今から、月夜野町、水上町、新治村合併協定調印式を開式

いたします。

…………………………………………………………………………………………………………

２ 経過報告及び合併協定書説明

○司会（糸井事務局次長）

始めに、本日の調印式までの経過報告及びこれから調印していただきます合併協定書に

ついて、利根西部合併協議会事務局長林昭からご説明いたします。

○林事務局長

ただ今、ご紹介をいただきました事務局長の林でございます。この後、合併協定書の調

印を執り行いますが、月夜野町、水上町、新治村の本日に至るまでの主な取り組み経過及

び合併協定書の概要についてご報告をさせていただきます。

お手数ですが、お手元に配布してあります「合併協定調印式」という表紙の１頁をご覧

いただきたいと思います。

まず始めに、平成16年６月７日でありますが、月夜野町、水上町、新治村の市町村合併

の特例に関する法律の経過措置適用期限内の合併を想定し、合併協議会設立に向け、３町

村長及び３町村議会議長による準備会を開催し、協議会規約、各種規定、協議会委員構成

及び設置告示や設立総会等の日程につきまして協議、決定いたしました。

６月11日には新治村議会において「利根西部合併協議会」の設置が議決され、６月17日

、 「 」 。には月夜野町議会 水上町議会において 利根西部合併協議会 の設置が議決されました

６月18日には、法定合併協議会「利根西部合併協議会」を設置し、６月28日には群馬県

により「合併重点支援地域」に指定されました。

６月30日に第１回合併協議会を開催して、各種規程、事業計画及び収支予算等について

協議、決定をいたしました。

７月23日には第２回合併協議会、以下８月23日に第３回、10月８日に第４回、11月１日

に第５回、11月25日に第６回の合併協議会を開催し、46協議項目のうち新町の名称関連２

項目を除き調整されました。

12月６日第７回合併協議会におきまして新町の名称についての協議が整わず、協議会の

一時休止が決定いたしました。

12月21日は、星野、小野里両県議にご出席を賜り、正副会長会議が開催され協議会の再

開を確認いたしました。そして本日、第８回の合併協議会を開催し、協議会の再開の承認

をいただき、新町の名称を含む２協議項目の協議が整い、全ての協議項目について協議が

終了いたしました。
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これまでの合併協議会での協議結果を基に「合併協定書」としてまとめ、ここに、合併

協定調印式の挙行に至った次第であります。

以上簡単ではございますが、準備会並びに法定合併協議会として、今日に至るまでの主

な取組経過についての報告とさせていただきます。

続きまして、合併協定書につきましてご説明をさせていただきますので、お手元の合併

協定書をご覧いただきたいと思います。

月夜野町、水上町、新治村の合併に関しましては、利根西部合併協議会におきまして23

の協議項目を定め、うち各種事務事業の取扱いにつきましては24項目に分け、合計46項目

の協議を重ねてきたところですが、この合併協定書は、第１回から第８回までの合併協議

会において協議確認された全ての項目の取扱いについて、協議結果に基づいてまとめたも

のであります。

表紙をめくっていただきまして、１頁をご覧いただきたいと思います。

１「合併の方式」についてから順次協定項目を記載しております。時間の都合により項

、 「 」 、目ごとの説明は省略させていただきますが 14ページの23 新町建設計画 についてまで

全部の協定項目について記載しております。

なお、23「新町建設計画」でありますが 「新町建設計画は、別添の「新町まちづくり、

計画」に定めるところによるものとする 」としておりまして、別冊の資料として配布さ。

せていただいておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。

次に、最終のページをご覧いただきたいと思います。調印書といたしまして 「月夜野、

町・水上町及び新治村は、地方自治法第252条の２第１項及び市町村の合併の特例に関す

る法律第３条第１項の規定に基づく利根西部合併協議会において、上記のとおり合併に関

、 。」 、 、 、する協議が整ったので ここに署名調印する といたしまして 月夜野町長 水上町長

新治村長の欄と、立会人といたしまして小寺群馬県知事様、星野県議会議員様、小野里県

議会議員様、そして３町村の議会を代表して３町村の議会議長さんに署名をいただく欄を

設けた調印書となっております。

合併協定書の説明につきましては以上であります。どうぞよろしくお願いいたします。

…………………………………………………………………………………………………………

３ ３町村長署名

○司会（糸井事務局次長）

それでは、３町村長によりまして合併協定書に署名をいたします。順次お名前をお呼び

いたしますので、３町村長は中央の署名席の方へお願いいたします。

・小林雅男 月夜野町長

・腰越孝夫 水上町長

・鈴木和雄 新治村長
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○司会（糸井事務局次長）

報道関係等の方で写真撮影等をされる方は、署名席の近くまで移動していただいて差し

支えございませんので、どうぞよろしくお願いいたします。

○司会（糸井事務局次長）

それでは署名をお願いいたします。

（３町村長、それぞれ合併協定書に署名）

○司会（糸井事務局次長）

３町村長は自席にお戻りください。

…………………………………………………………………………………………………………

４ 立会人署名

○司会（糸井事務局次長）

、 、 、 。続きまして 本日 立会人としてご臨席を賜りました皆様に 署名をお願いいたします

順次お名前をお呼びいたしますので、恐れ入りますが立会人の方は署名席の方へお願いい

たします。

・群 馬 県 知 事 小寺弘之様

・群馬県議会議員 星野 寛様

・群馬県議会議員 小野里光敏様

○司会（糸井事務局次長）

それでは署名をお願いいたします。

（小寺知事、星野県議会議員、小野里県議会議員、それぞれ合併協定書に署名）

○司会（糸井事務局次長）

誠にありがとうございました。立会人の方におかれましては、自席にお戻りくださいま

すようお願いいたします。

同じく立会人に署名をお願いいたします。順次お名前をお呼びいたしますので、立会人

は署名席の方へお願いいたします。

・月夜野町議会議長 増田宗利様

・水上町議会議長 眞庭幸雄様

・新治村議会議長 戸田宣男様



- 5 -

○司会（糸井事務局次長）

それでは署名をお願いいたします。

（３町村議会議長、それぞれ合併協定書に署名）

○司会（糸井事務局次長）

ありがとうございました。立会人は自席にお戻りください。

…………………………………………………………………………………………………………

５ 合併協定セレモニー

○司会（糸井事務局次長）

本日ここに、月夜野町、水上町、新治村の合併協定が、小寺群馬県知事、星野、小野里

両県議会議員及び３町村議会議長立合のもと、正式に調印されました。

、 、 、これを記念し 小林月夜野町長 腰越水上町長及び鈴木新治村長の３人が固く握手をし

それを立会人の皆様に見守っていただき、その証を確実なものとしたいと存じます。

３町村長及び立会人の皆様には、壇上までお願いいたします。

○司会（糸井事務局次長）

報道関係等の方は、演壇の近くまで移動していただいて差し支えございませんので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

○司会（糸井事務局次長）

それでは、握手をお願いいたします。

（３町村長、小寺知事、星野、小野里両県議会議員、３町村議会議長による、

握手及びポーズ）

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

誠にありがとうございました。

…………………………………………………………………………………………………………

６ 主催者あいさつ

○司会（糸井事務局次長）

続きまして、主催者といたしまして利根西部合併協議会会長であります、鈴木和雄新治

村長からごあいさつを申し上げます。
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○鈴木新治村長

協議会長の鈴木でございます。一言ごあいさつを申し上げます。

年の瀬を迎えまして極めてご多用中のところ、本日は、月夜野町、水上町、新治村の合

併協定書の調印式にあたりまして、このように大勢の皆様方にご出席賜りまして、まずも

って心から厚くお礼申し上げます。

特に群馬県知事さんにおかれましては公務極めてご多用の所、寸暇を割いていただきま

してこの新治村までお出かけをいただき、合併協定書の調印にお立合をいただきました。

誠にありがとうございました。

また、私どものこの法定協議会が設置の折りには、早速重点地区にご指定をいただき、

そして今日まで大変なご指導を賜ったわけでございますけども、重ねてお礼を申し上げる

次第でございます。今後は、新町の誕生まで我々も全力を尽くす決意でございますので、

引き続きまして温かいご指導とご鞭撻をお願い申し上げる次第でございます。

さて、ただ今は、小寺知事さん、そして星野、小野里両県議さん、それぞれの町村の議

長さんのお立合のもとに合併協定書の調印が出来たわけでございます。しっかりと握手が

出来ました。必ずや素晴らしい新町が誕生するものと確信をもった次第でございます。３

町村長の手は本当に温かかったです。本当に温かい町が、私は必ずや出来るものと確信を

いたした次第でございます。このように厳粛のうちに行われましたことに、皆様方に心か

ら敬意と感謝の意を表する次第でございます。

顧みますと、本年６月に法定協議会が設立をされまして、６ヶ月間にわたりまして新町

名、本庁の位置、議会議員等の身分の取扱い、各種行政サービスの調整及び新町まちづく

り計画等が順調に決定をされました。しかし、最終局面において、新町の協議で一時休止

を余儀なくされましたが、３町村は一つとする強い絆と町村合併は避けて通れないとする

判断から、この難局を乗り切ることができました。

新町名は、若山牧水が結んだひらがなの「みなかみ町」であります。牧水は、83年ほど

前にこの３町を訪れて、旅の一部を「みなかみ紀行」につづっておりますが、この題名か

ら命名することに合意をされました。この上は、合併協定書に基づき、新町まちづくり計

画の概要版を早急に作成し、全世帯に配布をして、１月中旬頃には住民説明会を行う予定

であります。

その後は、月夜野町、水上町、新治村を廃止して新町が誕生する廃置分合議案を各町村

議会でご審議を願うことになります。このご議決の後に、利根沼田学校組合、利根沼田広

域市町村圏振興整備組合の規約改正に伴う、沼田市、片品村、川場村、昭和村の各議会の

承認が必要となります。これを受けて、群馬県知事に申請をし、知事さんは、群馬県議会

の議決を得て、国に申請をして、総務大臣の告示をもって、新町「みなかみ町」が誕生す

るわけでございます。

まだまだ、幾つもの山を越えなくてはなりませんが、ご列席の皆様方を始め、３町村の

地域住民の皆さん方のご支援とご協力をいただいて、日本一のまちづくりを掲げる「みな
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かみ町」の誕生に粉骨砕身、努力をしていく決意でございます。今後ともよろしくお願い

申し上げまして、あいさつに代えさせていただきます。誠にありがとうございました。

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

続きまして、小林雅男月夜野町長からごあいさつを申し上げます。

○小林月夜野町長

。 、 、月夜野町長の小林と申します 年末も差し迫りまして 何かとご多用の中にも関わらず

本日は西部３か町村合併の調印式が、大変公務お忙しい中にも関わらず、小寺知事さんを

始め、関係者多数ご来席を賜り、このように盛会にしかも厳粛の中で執り行われたことに

対しまして、心からお慶びを申し上げる次第でございます。

ご存じのように、今年は年明けとともに合併に開けて合併に暮れると、まさに合併の年

であったわけでございます。そのように今日は皆さんもご承知のように、この合併も二転

、 、三転と紆余曲折がありましたけれども 本日このように立派な調印式が出来ましたことは

本当にありがたく感謝に堪えない次第でございます。

この合併を紐解いてみますると昨年１市８か町村、この合併をスタートに始まったわけ

でございますが、内容等みますると歯車が噛み合わなく、途中で残念ながら解散というこ

とになってしまったわけでございます。２回目といたしましては、１市２町１村の合併立

ち上げによって進められたわけでございますが、これまた残念なことにこの合併も中止さ

れてしまったわけでございます。最後に西部３か村の合併ということで、今年の６月に立

ち上がったわけでございますが、順調に途中までは推移されてきたわけでございますが、

最後に参りまして町名の関係で、この合併も休止という残念な結果になってしまわれたわ

けでございますが、しかしながら今の財政状況等みますると、合併は避けて通れないとい

うようなことから、月夜野町から休止を再開ということで申し込みまして、その再開が実

を結ばれまして 「みなかみ町」というひらがなでございますが、町名になった次第でご、

ざいます。

そういうことで、昔からこの西部３か町村は、運命共同体であるというふうに、一つの

町ということで政治や経済、あるいは文化等々一つにこれまで交流を図られて来たわけで

ございまして、したがって、縁故関係も沢山あるわけでございまして、非常に密接に緊密

に交流が開かれてきたのでございます。

そのようなことで、ここにも資料がございますが、森を育み生命を運ぶというような宣

言がされておるわけでございます。まさにこの地域は山紫水明、風光明媚、非常に自然が

美しい町であるわけでございます。その他、観光、あるいは温泉の町ということでも、こ

れから観光に大いに期待が寄せられておるわけでございまして、本日知事もみえておりま
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す。群馬県の観光というものをより以上発展させていくと、いうふうなことも言っており

まするので、おそらくこの新町は、観光を中心として大きく発展せざるをしますというこ

とにもなるわけでございます。

しかしながら、この資料の中にもあるようにですね、10年後の人口はですね、大変減少

しております。減少。なんとか人口を増やさなければ、合併した意味がない。ですから、

町長ぐらいですね、子どもがいないと増えていかない。ぜひ町長に見習ってですね、人口

をまず増やすこと、これが何よりの合併の発展の道であるというふうに考えておるわけで

ございます。

いろいろ申し上げれば沢山ありまするけれども、これからのこの新町が、日本一の町と

して、振興発展されるよう心からお祈りを申し上げまして、誠に簡単でございますが、一

言申し上げお祝いの言葉とします。本当に今日はおめでとうございました。

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

続きまして、腰越孝夫水上町長からごあいさつを申し上げます。

○腰越水上町長

ご紹介いただきました水上の町長でございます。ごあいさつをということでございます

が、既に会長である新治の村長並びに副会長である月夜野の町長の方から、るるお話しさ

れたことが全てでございます。

私自身も今回の合併につきまして、財政が大変だから合併せよというような、国からの

さりげない投げかけから始まったと、そんなふうに受け止めて来たわけでございますが、

ただそれだけでは、しゃくに障るというこうで、ぜひこの合併には、私たちの魂をやはり

入れなければ合併の意味がないという、そういう拘りをもって今日までいろいろご指導い

ただきながら、微力を捧げて参ったところでございます。

小寺群馬県知事、そして星野、小野里両県議立合いただきまして、このように合併協定

の調印式が意義深く執り行われましたことは、大変嬉しく思っておる一人でございます。

また、この間大勢の皆様方の関わりの中で大きく素晴らしく育まれたと、その成果がここ

に表れたという思い出、皆様方には改めて感謝と誠意の真を捧げる次第でございます。

会長からお話しがございましたように、新しい町名の「みなかみ町」というのは、若山

牧水にちなんだ町ということで、お話しをされておりました。私も正直申し上げますと、

この若山牧水については、３日間神田の神保町に行きまして、古本屋街、牧水にちなんだ

いろんな資料がないか、いうようなことで歩き、そして何冊か購入をして参りました。い

ろんな勉強をさせていただきました。１冊１頁しかあまり関係もないような内容でありま

したけれども、４千円もするようなそんな本もございました。ただ私自身はお金の問題で
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、 、 、なくて やはりその若山牧水のその魂が ここの新しい地域に潜んでいるのではないかと

そんなことを思いつつ拘って参りました。

ある新聞では、今回の合併は見合い結婚と同じだと。見合い結婚というのは恋愛結婚と

違って、あまりお互いを知らないまま、結ばれるという意味合いをもっていると。しかる

に過去のことをあまり掘り起こすと喧嘩の種が絶えない。そういう意味では常に未来をシ

ミュレーションして、それに基づいていろんな相談をし、そしていろんな営みをしていけ

ばこの結婚は成功するであろうと、そんなことが書いてありました。若山牧水と同時にそ

の見合い結婚という拘りも、私の今回の合併の中にはあったわけであります。

そういうような思いで、いろいろお世話になって参りまして、先程来、お話しのように

、 、紆余曲折の一つの大きな原因は私にもあったわけでありまして 非常に反省するとともに

皆様方には大変ご迷惑をおかけしたと思っておりまして、非常に今回の「みなかみ」とい

う名前、若山牧水と言えども私の住む「みなかみ」ということでとらえられる、そういう

中では非常に僭越であると、そんな思いが今でもしているわけでありまして、あくまでも

これは若山牧水という拘りの中でこれからも皆様方にはご認識をいただければありがたい

とそんなふうに思っておりますし、若山牧水が水の上流、川の上流という拘りの中で旅を

したということが、いろんな資料の中に記載されているわけであります。そんなことをこ

れからの地域づくりに生かせればと、そんな思いを今もしているわけでありまして、日本

一のまちづくり、そんなことをこれからも皆さんと一緒に心がけて、力を注いでいければ

とそんな意味で若山牧水の旅と同じく、大勢の皆さんがこの地を訪れていただけるように

頑張っていきたいと、そんなことを新たに思ったところでございます。

先程申し上げましたように、大勢の皆様方にご迷惑をおかけしつつ、本日を迎えられた

ということ、私自身個人としても感謝を申し上げ、これからまたその返しとして微力を尽

くしていければ、そんなふうに10月１日を予定しているその日まで、全力を捧げたいと思

っております。本当にありがとうございました。心から大勢の皆様方の関わりの中、お世

話になったことをここで改めてお礼と感謝を申し上げて、ごあいさつに代えさせていただ

きます。ありがとうございました。

－ 拍 手 －

…………………………………………………………………………………………………………

７ 議会代表挨拶

○司会（糸井事務局次長）

次に、議会を代表いたしましてごあいさつをお願いいたします。

始めに、月夜野町議会議長 増田宗利様からお願いいたします。
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○増田月夜野町議会議長

ご紹介いただきました、月夜野町議会の増田でございます。合併協定調印式にあたり、

月夜野町議会を代表して一言ごあいさつを申し上げます。

私たちは、利根西部という地域に暮らし、そしてその中で、生活をともにしている住民

、 、 、 、であり 古い歴史の中でも また今後も身近な生活の中からも３町村が向かい合い 考え

行動し、お互いに共に生きていくことが求められているものと感じます。

このような調印式にあたり新しい町を元気な町として、住民の皆様とともに行政とパー

トナーシップを大事にし、21世紀にふさわしい町として発展をさせ、将来に夢や希望をも

、 、 。つことができる まちづくりに向かって 元気良くスタートできるものと考えております

本日の調印式が、幸多きスタートが出来るものと確信をいたしまして、お祝いの言葉と

いたします。おめでとうございます。

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

ありがとうございました。

続きまして、水上町議会議長 眞庭幸雄様からお願いいたします。

○眞庭水上町議会議長

ご紹介いただきました、水上議会の眞庭でございます。本日は、伝統と歴史のある西部

３か町村の合併調印式が、滞りなく終了いたしましたことに、まずもってお祝いと皆さん

に対してお喜び申し上げるところでございます。

新町は谷川連峰に抱かれ、そして水源の町としてその地の利、また先人達はもとより、

人の利、願わくは天の利を授かり、素晴らしい新町「みなかみ」が実現できるものと確信

しております。

これからも私どもも議会も一丸となりまして、10月１日の合併の日まで全力を尽くして

皆さんとともに新町の建設に努力したいところでございます。本日の皆さんの今までのご

労苦心から感謝申し上げまして、あいさつに代えさせていただきます。大変おめでとうご

ざいます。

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

ありがとうございました。

続きまして、新治村議会議長 戸田宣男様からお願いいたします。
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○戸田新治村議会議長

ご指名いただきました、新治の議長の戸田です。今日は本当に良かったですね。いろい

ろ紆余曲折ありましたが、ご多忙中の群馬県知事、小寺知事さんを代表とする立合のもと

に３首長が堅い、堅いちぎりを今日結びまして、来年の10月１日から新町名をひらがなの

「みなかみ町」ということで、誕生する運びの序章となりまして、本当におめでとうござ

います。

思い起こせば、私も普通の理で合併は善だと思っております。50年100年に一回、いや

二回は自治体の衣服も衣替えしなければならない。そして、その時代に合うようなスマー

トに衣服に替えるということが、町村合併と私も思っております。

本当に６月30日に立ち上がって７ヶ月間、48名の委員さんが46項目の慎重なる協議をつ

けて、無事立ち上がりました。そして、人間の根元であります、太陽、旨い水、そして旨

い酸素。太陽は全世界共通に与えられております。だがここ西部３か町村には、旨い水と

旨い酸素があります。

谷川連峰水と森林を守る防人宣言を発して、大いに大都会にこの投げかけをして、戦後

50年余りにも日本は忙しくあり過ぎました、スローライフの時代に入っております。そし

て、この大きな要素をもって、新しい都市住民を迎えて元気な新町村を創っていく覚悟で

ございました。

町民の皆様、村民の皆様、そして48名の委員の皆様、大変ご苦労様でございました。新

町に向けて微力ではありますが、新治議会一生懸命頑張るつもりですので、どうぞよろし

くお願い申し上げまして、簡単ではありますがお祝いのごあいさつに代えさせていただき

ます。どうも本日はおめでとうございました。

－ 拍 手 －

…………………………………………………………………………………………………………

８ 来賓代表あいさつ

○司会（糸井事務局次長）

ありがとうございました。

、 。続きまして 本日ご臨席を賜りましたご来賓の皆様からご祝辞を頂戴したいと存じます

始めに、群馬県知事 小寺弘之様、お願いいたします。

○小寺群馬県知事

本日は、月夜野町、水上町、新治村３町村の合併調印が行われまして、誠におめでとう

ございます。それぞれの方々から思いを込めてごあいさつがありまして、私も感銘を受け

ました。

この会場に来るに先立って、前橋から車を走らせておりまして、しみじみこの３町村を
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どういうイメージかなと思ってみたわけでありますけども、素晴らしい立地条件にありま

す。ちょうど走っていると、いわば群馬県の金屏風に向かって車を走らせているような感

じがいたします。それはやはり、谷川連峰があり、清らかな水がそこで生まれ、森があり

そして観光と農業に取り組んでいると、そういう非常に恵まれた、いわば人間が住むに最

も適しているところだと思います。だから、縄文時代から人々が住んでたということであ

りまして、この郷土というのは誇るべき立地条件にあると思います。

そして、これまで３町村が、やってこられた行政、これも群馬県の町村69今ありますけ

ども、その中でも素晴らしい実績を上げてきた伝統と誇りのある、そういう行政をやって

きた所であると思います。

しかしながら、それだけでは次の新しい21世紀に向かうにあたって、この自治体の規模

を変えてみて、新しい観点から出発していこうということで、３町村が手を結んだという

ふうに理解をいたしております。ここに至るまでには紆余曲折あり、本当に関係者はご苦

労が多かったと思います。そしていろいろ歴史や思いやこれからのビジョンについても、

これはそこに住んでいる人しか、なかなかそういう実感は湧かないものではないかと思い

ます。ですから端から見ていると、何故うまくいかないんだろうかとか、いうふうに思う

かも知れませんけども、それはそれなりのやはり経緯があって、それを幾つかの障害を乗

り越えて、本日を迎えたのではないかと思って、私もそのことを高く評価するものでござ

います。

だいぶハラハラしました。今日この師走の押し迫った時に、この式に呼ばれるわけであ

りますから、私もビックリいたしましたけれども、サッカーで言えば、もう引き分けにな

るかと思ったらロスタイムにゴールを決められたと、いうような感じの合併劇ではなかっ

たかと思っております。

いろいろなものが、３町村で話し合いも進んで話しも整ったと、ただやはり新しい自治

体の名前をどういうふうにするかということで、いろいろ意見が分かれたというふうに聞

いております。これはだめかなと思っていたら、やはり知恵者がいるもので、若山牧水ま

で出てきたということでありまして、これは今のお話を聞いてみると、単に若山牧水とい

、 、 、う名前だけではなくて その人の考えたこと そして今現代に住んでいる私たちの気持ち

それが新しいふるさとを創っていこうという思いを込めてその名前も付けられ、そして３

町村が心を一つにしてこれから進んで行こうと、こういうことだと受け止めました。これ

は素晴らしい相互理解であるし、新たなる出発だと思っております。

どうかこれはスタートでありますので、これから正式な合併に向けて手続きがきちんと

進められて、そして新しい「みなかみ町」が、また群馬県の誇るべき町になりますように

願って止みません。以上言葉整いませんけども、新しい自治体の誕生にあたって祝福を申

し上げごあいさつといたします。どうもおめでとうございました。
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○司会（糸井事務局次長）

誠にありがとうございました。

続きまして、群馬県議会議員 星野寛様からご祝辞を賜りたいと存じます。

○星野群馬県議会議員

月夜野、水上、新治の合併協議がここに整い、合併調印式が迎えられました。誠におめ

でとうございます。心からお祝いを申し上げます。

また、この歴史的な一瞬に私ども群馬県議会議員という立場で、その協議に参加をさせ

ていただき、そしてまたこの調印式の立会人にご指名をいただきましたことを、誠に光栄

に存じている次第であります。

先程から難産の末、紆余曲折がありというお話しがございました。これはある意味では

当然のことだというふうに私は思います。それぞれ今まで３町村が、それぞれの道を歩み

それぞれの町、村を誇りをもって築いてきた、その町が一つになる。今までの町を、村を

無くして一つの新たな町を創り出そうという、大変歴史的な偉業を成し遂げるわけであり

ます。これまでそれぞれのまちづくりをしてきた人達にすれば、当然の思いだというふう

に思います。

しかしながら、その今までの拘りを乗り越えて、日本一の町を目指すんだという大いな

る目標を定め、その目標に向かって最終的に合意をされたということであります。その皆

さん方の英知と、そして大いなる決断に心から改めて敬意を表する次第であります。

先程、この協議会の前にある委員の方からこんなお話も伺いました 「最初は、３つの。

石が合わさるんだから、３つのまちが合わさるんだから、ごつごつしてがつがつしてぶつ

かりあって当然だと、流れていくうちに新しいまちづくりをしていくうちに、それがやが

て角が取れ、丸くなり一つの素晴らしい町が出来るんだ」というお話を伺いました。まさ

にそのとおりだというふうに思います。

合併はこれがスタートであり、終わりではないはずであります。これから日本一の町を

目指した新たなスタートが始まるわけであります。今日まで至る、皆さん方のその英知と

努力を更に結集をしていただき、目指すところの日本一の新生「みなかみ町」をぜひ皆さ

ん方の手で 創り上げていっていただければというふうに思います これからの新しい み、 。 「

なかみ町」の歩みに心から敬意を表し、お祝い申し上げてごあいさつとさせていただきま

す。誠におめでとうございました。

－ 拍 手 －

○司会（糸井事務局次長）

誠にありがとうございました。

続きまして、群馬県議会議員 小野里光敏様からご祝辞を賜りたいと存じます。
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○小野里群馬県議会議員

もうだいぶお疲れだと思います。今日はお招きをいただいて、そのうえごあいさつの機

会まで与えられて、本当にありがとうございます。

私、３町村長さんはもとよりですね、本当に骨をおった何人かの中心になってくれた皆

さんのご苦労を思うと、本当に嬉しいと思います。本当におめでとうございます。

ただしですね、喜びも半ばだという戒めももっていただきたいと思いまして 「百里の、

道も九十九里をもって半ばとせよ」という戒めもございます。素晴らしい新生「みなかみ

町」が出来るまで、今一段のご努力をぜひお願い申し上げます。

ご列席の皆さんのこれからエネルギーをですね、過去にとらわれず、前に向かってエネ

ルギーをぶつけていただきたい、そういうことをお願い申し上げまして一言ごあいさつに

代えさせていただきます。本当におめでとうございました。

－ 拍 手 －

…………………………………………………………………………………………………………

９ 来賓紹介

○司会（糸井事務局次長）

誠にありがとうございました。

ここで、本日ご臨席を賜りました、その他のご来賓の方々をご紹介いたします。

群馬県総務局市町村課長 丸岡祐一様

－ 拍 手 －

同じく群馬県総務局市町村課合併支援室長 武井昭信様

－ 拍 手 －

以上ご紹介させていただきました。

…………………………………………………………………………………………………………

10 閉会

○司会（糸井事務局次長）

それでは、以上をもちまして、月夜野町、水上町、新治村合併協定調印式を閉式いたし

ます。皆様、大変お疲れさまでございました。
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《別紙》

合併協定調印式 出席者

【来賓】

群馬県知事 小 寺 弘 之

群馬県総務局市町村課長 丸 岡 祐 一

群馬県総務局市町村課合併支援室長 武 井 昭 信

群馬県議会議員 星 野 寛

群馬県議会議員 小野里 光 敏

【月夜野町議会議員】

月夜野町議会議長 増 田 宗 利

月夜野町議会副議長 番 場 正 吉

月夜野町議会議員 阿 部 源 三

月夜野町議会議員 林 由紀男

月夜野町議会議員 馬 場 春 夫

月夜野町議会議員 小 野 登美司

月夜野町議会議員 今 井 肇

月夜野町議会議員 根 津 公 安

月夜野町議会議員 石 田 武 男

月夜野町議会議員 倉 澤 長 男

月夜野町議会議員 原 澤 好 治

月夜野町議会議員 松井田 均三郎

月夜野町議会議員 森 下 直

月夜野町議会議員 大 川 浩 一

月夜野町議会議員 中 村 正

月夜野町議会議員 小 野 章 一

月夜野町議会議員 高 橋 市 郎

【水上町議会議員】

水上町議会議長 眞 庭 幸 男

水上町議会副議長 竹 内 慎 吉

水上町議会議員 傳 田 創 司

水上町議会議員 速 水 一 浩

水上町議会議員 鈴 木 幸 久

水上町議会議員 久 保 秀 雄



- 16 -

水上町議会議員 河 合 幸 雄

水上町議会議員 高 倉 健

水上町議会議員 鈴 木 俊 夫

水上町議会議員 木 村 光 一

水上町議会議員 中 里 英 夫

水上町議会議員 牧 繪 敏 彦

【新治村議会議員】

新治村議会議長 戸 田 宣 男

新治村議会副議長 高 橋 忠 夫

新治村議会議員 本 多 秀 侓

新治村議会議員 松 井 秀 明

新治村議会議員 生 方 昭 一

新治村議会議員 富 澤 豊

新治村議会議員 神 保 啓 光

新治村議会議員 持 谷 順一郎

新治村議会議員 林 多加志

新治村議会議員 西 田 美 江

新治村議会議員 山 岸 勝

新治村議会議員 島 崎 栄 一

【利根西部合併協議会 委員・参与・監査委員】

（委員）

月夜野町長 小 林 雅 男

月夜野町助役 竹 内 進

月夜野町議会議長 増 田 宗 利

月夜野町議会副議長 番 場 正 吉

月夜野町議会議員 阿 部 源 三

月夜野町議会議員 林 由紀男

月夜野町議会議員 馬 場 春 夫

月夜野町議会議員 小 野 登美司

月夜野町区長会々長 佐 藤 孝 治

月夜野町農業委員会々長 竹 内 順 一

月夜野町商工会々長 青 木 宗 作

月夜野町社会福祉協議会々長 萩 原 堅 次

学識経験者 高 橋 淳 市
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学識経験者 都 筑 英 美

学識経験者 竹 本 美奈子

水上町長 腰 越 孝 夫

水上町収入役 石 坂 作 次

水上町議会議長 眞 庭 幸 男

水上町議会副議長 竹 内 慎 吉

水上町議会議員 傳 田 創 司

水上町議会議員 速 水 一 浩

水上町議会議員 鈴 木 幸 久

水上町議会議員 久 保 秀 雄

水上町区長会顧問 古 田 邦 宏

水上町農業委員会々長 眞 庭 輝 雄

水上町商工会々長 須 田 松 雄

水上町社会福祉協議会々長 手 塚 竹 夫

学識経験者 本 田 あい子

学識経験者 田 村 朱 実

学識経験者 阿 部 剛

新治村長 鈴 木 和 雄

新治村助役 河 合 進

新治村議会議長 戸 田 宣 男

新治村議会副議長 高 橋 忠 夫

新治村議会議員 本 多 秀 侓

新治村議会議員 松 井 秀 明

新治村議会議員 生 方 昭 一

新治村議会議員 富 澤 豊

新治村区長会々長 林 竹 雄

新治村農業委員会々長 林 長 寿

新治村商工会々長 石 橋 武 志

新治村社会福祉協議会々長 細 矢 繁

学識経験者 河 合 生 博

学識経験者 内 田 偉 子

学識経験者 生 津 裕 子

群馬県議会議員 星 野 寛

群馬県議会議員 小野里 光 敏

３町村共通学識経験者 岩 田 照 丈
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（参与）

沼田行政事務所長 遠 山 莊 一

（監査委員）

月夜野町監査委員 阿 部 伃 一

【主催者】

月夜野町長 小 林 雅 男

月夜野町助役 竹 内 進

月夜野町収入役 高 橋 清 志

月夜野町教育長 高 橋 祥 夫

水上町長 腰 越 孝 夫

水上町収入役 石 坂 作 次

水上町教育長 登 坂 義 衛

新治村長 鈴 木 和 雄

新治村助役 河 合 進

新治村収入役 鈴 木 一 己

新治村教育長 木 檜 行 孝


